
いちごドリルプリント

平成・現代 名前

問1 日本の現代史における交通網の整備と社会の動きについて、1997年に開通した「東京湾アクアライン」に関連する説明として最も適切なものは
どれか、次の中から選びなさい。 （2020年 千葉県公立入試 類似）

1. 日中平和友好条約の調印を受け、
アジア諸国との貿易を拡大するため
に建設された。

2. 国際的な湿地の保護を目的とした
ラムサール条約の登録を記念して建
設された。

3. 神奈川県と千葉県を直接結ぶこと
で、東京湾沿岸の物流や移動の利便
性を向上させた。

4. 本州と四国を陸路で結ぶために建
設され、瀬戸内海の経済を活性化さ
せた。

問2 北海道を中心に独自の言語や文化を育んできた人々について、2019年にはその誇りを尊重し、地域や産業の振興を図るための新しい法律が施行
されました。この法律において、初めて日本の「先住民族」として法的に明記された人々を何と呼びますか。 （2026年 青森県公立入試 類似）

1. マオリ 2. 琉球民族 3. アイヌ民族 4. アボリジニ

問3 1990年から1992年にかけての国際連合加盟国数の推移を見ると、短期間に加盟国が急増しています。この背景として最も適切な歴史的事象は
どれですか。 （2022年 山口県公立入試 類似）

1. ロシア革命が起こり、ソビエト社
会主義共和国連邦が樹立されたこと

2. アフリカの年と呼ばれた時期に、
多くの植民地が独立を果たしたこと

3. ドイツの統一に伴い、東西に分か
れていた国家が一つにまとまったこ
と

4. ソ連の解体により、多くの共和国
が独立して主権を認められたこと

問4 2001年以降、日本ではインターネットの利用人口が急増し、情報化社会が加速しました。かつてのラジオのように、情報の送り手が不特定多数
の受け手に対して一方的に情報を伝えるメディアに対し、インターネットでは情報の送り手と受け手が入れ替わり、互いに情報をやり取りでき
るという特徴があります。このような特徴を何と呼びますか。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 情報のデジタル化 2. 双方向性 3. 一方的伝達 4. マスメディアの独占

問5 1980年代後半から1990年代初頭にかけて、日本の統計において消費支出が急激に膨らみ、経済が実体以上の活況を呈した時期がありました。
この時期、実際の価値以上に地価や株価が高騰した経済現象を何と呼びますか。 （2017年 徳島県公立入試 類似）

1. バブル経済 2. デフレーション 3. 高度経済成長 4. 安定成長

問6 2008年頃、アメリカの大手投資銀行の経営破綻をきっかけに発生した世界規模の経済混乱について、当時の日本の状況を説明した文として最も
適切なものはどれですか。なお、この時期の日本の経済指標では、実質国内総生産（実質GDP）の対前年度比がマイナス6パーセント近くまで急
落するという、戦後最大の落ち込みを記録しています。 （2018年 愛知県公立入試 類似）

1. 急速な円高を是正するために行わ
れた公定歩合の引き下げにより、過
剰な資金が土地や株式の投資に流れ
込んだ。

2. 過剰な投機によって上昇していた
地価や株価が急落し、平成不況と呼
ばれる長期的な景気後退の引き金と
なった。

3. 第四次中東戦争を背景に原油価格
が高騰し、狂乱物価と呼ばれる激し
いインフレが発生して経済が混乱し
た。

4. リーマン・ショックと呼ばれる事
態により輸出が激減し、製造業を中
心に国内の生産活動が深刻な打撃を
受けた。

問7 オーストラリアで1970年代までとられていた「白豪主義」と呼ばれる政策の内容と、その後の変化について説明したものとして正しいものはど
れですか。 （2021年 群馬県公立入試 類似）

1. ヨーロッパ系以外の移民を制限し
ていたが、廃止後は多様な民族の文
化を尊重する多文化主義へと転換し
た。

2. イギリス以外のヨーロッパ諸国か
らの移民を制限していたが、現在は
欧州連合（EU）との連携を強めるた
め受け入れを拡大している。

3. 特定の人種を居住区や公共施設で
分離させていたが、廃止後は先住民
のアボリジニが政治の実権を握った
。

4. アジアからの安価な労働力を確保
するために移民を推奨していたが、
現在は国内の失業対策のため移民を
禁止している。

問8 380年以上の歴史を持ち、約1700人が参加する大規模な伝統的な祭りにおいて、伝統文化を次世代へ継承するために行われている取り組みの目
的として、最も適切な説明はどれですか。 （2023年 宮城県公立入試 類似）

1. 子どもたちが主役となる行列の企
画や親子体験教室を通じて、地域住
民が祭りに親しみ、継続的に関わる
意欲を高めること

2. 祭りの担い手不足を解消するため
に、伝統的な儀礼の内容を大幅に簡
略化し、事前の練習や準備を一切不
要にすること

3. 伝統技術の劣化を防ぐために、地
域の住民は参加させず、歴史の専門
家のみによってすべての行事を管理
・保存すること

4. 観光客の誘致のみを主な目的とし
て、伝統的な道具をすべて現代的な
デザインに変更し、短期間で効率的
に祭りを運営すること

問9 日本の戦後政治の歩みにおいて、1972年の沖縄返還から1993年の非自民連立政権の誕生までの期間（約21年間）に起こった出来事として、適
切なものはどれですか。 （2019年 岩手県公立入試 類似）

1. ベルリンの壁が市民によって壊さ
れ、冷戦が終結へ向かった

2. 日ソ共同宣言が調印され、日本の
国際連合への加盟が認められた

3. サンフランシスコ平和条約が調印
され、日本の主権が回復した

4. 日中共同声明が調印され、日本と
中国の国交が正常化した

問10 1980年代後半、ソビエト連邦でゴルバチョフによる改革が進められる中で冷戦が終結へと向かいました。この流れの中で、1990年にベルリン
の壁の崩壊を経て実現した出来事として正しいものを選択肢から選びなさい。 （2016年 大阪府公立入試 類似）

1. 南北ベトナムの分断 2. 東西ドイツの統一 3. ワルシャワ条約機構の強化 4. ソビエト連邦の結成

問11 1997年に京都市で開催された会議で採択された「京都議定書」は、深刻化する環境問題に対応するための国際的な合意です。この協定が主な目
的として掲げた内容として、最も適切なものを選びなさい。 （2018年 京都府公立入試 類似）

1. アジア・アフリカ諸国が主導して
、植民地主義に反対し平和共存の原
則を確認すること

2. 発展途上国の経済的自立を支援す
るために、無償の資金協力や技術提
供を強化すること

3. ヨーロッパ諸国間での関税を撤廃
し、経済的な境界をなくして市場を
統合すること

4. 地球温暖化を抑えるために、二酸
化炭素などの温室効果ガスの排出削
減目標を定めること

問12 1975年に第1回主要国首脳会議（サミット）が開催され、1991年にソ連が解体されるという歴史的な流れの中で、1989年にアメリカとソ連の
首脳が冷戦の終結を宣言した出来事は何と呼ばれますか。 （2023年 福井県公立入試 類似）

1. ポツダム会談 2. マルタ会談 3. ヤルタ会談 4. サンフランシスコ平和会議

問13 1960年代から2000年ごろまでの日本および世界の出来事について、古いものから新しいものへと時系列順に正しく並んでいるものはどれです
か。 （2018年 山形県公立入試 類似）

1. 東西ドイツの統一 →
石油危機（オイル・ショック） →
東海道新幹線の開業 →
京都議定書の採択

2. 石油危機（オイル・ショック） →
東海道新幹線の開業 →
京都議定書の採択 →
東西ドイツの統一

3. 東海道新幹線の開業 →
京都議定書の採択 →
石油危機（オイル・ショック） →
東西ドイツの統一

4. 東海道新幹線の開業 →
石油危機（オイル・ショック） →
東西ドイツの統一 →
京都議定書の採択
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

神奈川県と千葉県を直接結ぶことで、東京湾
沿岸の物流や移動の利便性を向上させた。

東京湾アクアラインは、東京湾を横断して神奈川県川崎市と千葉県木更津市を短時間で結ぶ目
的で建設されました。これにより、都心を迂回せずに房総半島と神奈川県側の京浜工業地帯が
接続され、首都圏全体の交通渋滞の緩和や経済交流の活性化が図られました。本州四国連絡橋
（瀬戸大橋など）や日中平和友好条約、ラムサール条約とは年代や目的が異なります。

問2 答え 3
アイヌ民族

2019年に施行された「アイヌ施策推進法（アイヌの人々の誇りが尊重される社会を実現する
ための施策の推進に関する法律）」により、アイヌの人々が日本の先住民族であることが初め
て法律に明記されました。これまでは1997年のアイヌ文化振興法によって文化の保存が図ら
れてきましたが、新法ではさらに一歩踏み込み、先住民族としての権利尊重や地域振興が目的
となっています。

問3 答え 4
ソ連の解体により、多くの共和国が独立して
主権を認められたこと

冷戦の終結を象徴するベルリンの壁崩壊を経て、1991年にソビエト社会主義共和国連邦（ソ
連）が解体されました。これにより、ウクライナや中央アジアの諸国など、それまでソ連の構
成員であった多くの共和国が独立国家となり、それぞれが国際連合に加盟したため、1990年
代初頭に加盟国数が劇的に増加しました。

問4 答え 2
双方向性

ラジオやテレビなどの伝統的なメディアは、発信者が一方的に情報を届ける形式が主でした。
これに対し、インターネットは個人が情報の受信者であると同時に発信者にもなれる「双方向
」の性質を持っており、掲示板やSNS、電子メールなどを通じて情報のやり取りが自由に行わ
れるようになったことが、社会に大きな変革をもたらしました。

問5 答え 1
バブル経済

1980年代後半から、銀行による融資が活発化したことなどを背景に、土地や株式に対する投
資が過剰に膨れ上がりました。この結果、資産価値が実体経済からかけ離れて上昇しましたが
、1990年代初頭に株価や地価が急落したことでこの好景気は終焉を迎えました。

問6 答え 4
リーマン・ショックと呼ばれる事態により輸
出が激減し、製造業を中心に国内の生産活動
が深刻な打撃を受けた。

2008年に発生した世界金融危機は、アメリカの住宅ローン問題を端に発した金融不安が世界
中に波及したものです。輸出への依存度が高かった当時の日本経済は、欧米などの海外需要が
急激に冷え込んだことで、自動車や電子機器といった主要産業の生産が激減しました。この影
響により、実質国内総生産（実質GDP）の対前年度比が大幅なマイナスを記録するなど、日本
の経済成長に深刻なブレーキがかかりました。

問7 答え 1
ヨーロッパ系以外の移民を制限していたが、
廃止後は多様な民族の文化を尊重する多文化
主義へと転換した。

白豪主義は、白人（特にイギリス系）を優先し、アジア系などの移民を排除する政策でした。
しかし、国際社会からの批判やアジア諸国との関係強化、労働力確保の観点からこの政策は撤
廃されました。その後、オーストラリアは異なる文化や背景を持つ人々が共生する「多文化主
義」の社会を目指すようになり、現在ではアジアからの移民も多く受け入れています。

問8 答え 1
子どもたちが主役となる行列の企画や親子体
験教室を通じて、地域住民が祭りに親しみ、
継続的に関わる意欲を高めること

地域の伝統文化を長く維持するためには、単に形式を保存するだけでなく、その地域に住む人
々が自発的な担い手として育つ環境が必要です。子ども向けの行列や親子対象の体験教室は、
次世代を担う層が幼少期から伝統に直接触れる機会を作り、自分たちの地域の文化に誇りや愛
着を持つきっかけとなります。これにより、専門家任せではない、地域全体による持続可能な
継承が可能になります。

問9 答え 1
ベルリンの壁が市民によって壊され、冷戦が
終結へ向かった

ベルリンの壁の崩壊は1989年の出来事であり、1972年（沖縄返還）から1993年（55年体制
の崩壊）の間の期間に合致しています。日ソ共同宣言は1956年、日中共同声明は1972年（沖
縄返還と同年に発表されたが、返還よりも前の出来事）、サンフランシスコ平和条約は1951
年の出来事であるため、この期間の出来事としてはベルリンの壁崩壊が正解となります。

問1
0

答え 2
東西ドイツの統一

1989年に東欧諸国で民主化運動が広がり、象徴的であったベルリンの壁が崩壊しました。こ
れを受けて、翌1990年に東ドイツが西ドイツに吸収される形で、分断されていた国家が一つ
に統合されました。これは冷戦終結を象徴する歴史的な出来事です。

問1
1

答え 4
地球温暖化を抑えるために、二酸化炭素など
の温室効果ガスの排出削減目標を定めること

1990年代、産業活動の拡大に伴う地球温暖化が世界的な課題となりました。京都議定書は、
先進国に対して温室効果ガスの排出削減を義務付けた初めての国際協定であり、持続可能な社
会を目指す国際的な枠組みの基礎となりました。選択肢にある経済統合や平和共存などは、そ
れぞれヨーロッパ共同体（EC）やアジア・アフリカ会議に関連する事象です。

問1
2

答え 2
マルタ会談

1970年代から2000年代にかけての世界情勢において、冷戦の終結は極めて重要な出来事です
。1989年のマルタ会談によって冷戦が終わったことで、その2年後の1991年におけるソ連の
解体、さらにはその後の東欧諸国の民主化やEU（欧州連合）の拡大へとつながっていきまし
た。ヤルタ会談やポツダム会談は第二次世界大戦の終結に関連する会議であり、時期が大きく
異なります。

問1
3

答え 4
東海道新幹線の開業 →
石油危機（オイル・ショック） →
東西ドイツの統一 → 京都議定書の採択

東海道新幹線の開業は東京オリンピックと同じ1964年であり、高度経済成長の象徴的な出来
事です。その後、1973年の第四次中東戦争をきっかけに石油危機（オイル・ショック）が発
生し、日本の高度経済成長は終焉を迎えました。冷戦が終結に向かう中で1990年に東西ドイ
ツの統一が実現し、さらにその後の1997年に地球温暖化防止のための京都議定書が採択され
ました。


